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巻 頭 言  信者さんを見舞った時の思い出  

                      デニス 神父 

私は池田病院から協立温泉病院に来てもう2ヶ月近くになります。池田病院でこの病院

に移る事が決まった時、驚きました。なぜなら、何年か前、私が今よりもう少し若かった頃、

教会の信者さん達が入院していてよくお見舞いに来たからです。その頃の事で強く記憶に

残っている事があります。それをお話ししたいと思います。 

 

ある高齢の女性は私が病室を訪れる時いつもテレビをつけていました。私はそのテレビの

音がうるさくてそこに長くいるのが嫌でした。ある時その人に「どうしていつもテレビをつけてい

るのですか？」と尋ねました。その人は「静かだと寂しいから」といいました。それを聞いてか

ら 私はできるだけ、時間の許す限り、その人の病室にいるようにしました。 

 

もう一人思い出す人がいます。その人は4年半この

病院に入院していました。私は度々その人を見舞いま

した。でも家族がいる筈なのに一度もその人の家族に

あった事がありませんでした。私には、今、毎日誰かが

訪ねてきてくれます。 

 

そしてもう一つの思い出は、いい思い出です。 

私が日生中央教会にいた時、毎日マリア幼稚園

に通っていました。その時毎朝同じ時間に教会の近く

の小学校に通っている子供達に会いました。「Good 

morning！」と私が言うと「モーニン」とその子達が

返してくれていました。ある時の事です。私が協立温泉

病院から帰ろうと平野駅の方に歩いてると電車の窓か

ら一人の子供が「Good morning ! 」と私に向かって

言っているのが聞こえました。楽しい思い出です。 

そんな思い出が一杯ある病院ですが、今は何とか早く退院したいと思っています。 

７月のガラスケースのことば 

   あすのことを思いわずらってはならない   

             あすのことはあす思いわずらえばよい 

            マタイ 6・34 
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評議会内規の改訂の背景と意義 
                               評議会議長  

 先日の信徒総会で報告された通り、2015年度の

評議会が内規の見直しを行いました。改訂された内

規に基づいて、評議会全体、各種常設委員会、お

よび信徒の皆さまが心を合わせて、イエス様の愛を実

現し福音をすべての人々に述べ伝えることがより積極

的にできるようお祈り申し上げます。 

１． 役員・各種委員会の組織・活動に関する内規 

 2015年3月の評議会では、前田大司教が呼びか

けられた新生計画25周年の振り返りの活動として、

2012年度に改定した評議会内規で描かれた教会の

活動内容と現在実際に行われている活動の調査を

前期評議会議長の杉山直人さんと各常設委員会

にお願いしました。調査の結果を受けて、評議会は、

各常設委員会の目的を内規に５．常設委員会の

目的として明記し、６．常設委員会の活動内容を見

直しました。また、年度中に設立された青少年育成

委員会を１．役員・委員会の種類に加えました。 

 常設委員会の目的を内規に加えたのは、評議

会の目的（評議会規約の第２条）は「当小教区

において、…一致して福音の信仰に生き、その喜

びに満ち溢れて、キリストを人々に伝えること…」と

あるので、常設委員会はこの目的を分担して、特

定の活動分野や対象者においてキリストを伝えな

ければなりません。目的を明記することによって活

動の有効性判断や今後挑戦するべき活動の識

別を的確に行う事ができます。 

２．信徒総会運営内規 

 2015年度の信徒総会の反省点の一つとして、

前年度の評議会活動報告がなかったことが挙げ

られました。そこで、信徒総会運営内規の３．総

会への提出案件①報告事項に「前年度の司牧

チーム及び各種委員会の活動、及び決算」を明

記することにしました。  

熊本地震被災者チャリティ 

  「アフタヌーンCafeコンサート」     

 6月4日(土)13時3０分からカール記念館で熊

本地震被災者チャリティ・アフタヌーンCafeコ

ンサートが開かれました。第１部では、小川さん

のピアノ伴奏で本田さんの素敵なソプラノ独唱

があり、第２部では本田さんと聴衆のみなさんと

の楽しい合唱がありました。お茶とお菓子もあって

至福のひと時との声も。熊本地震チャリティ・コ

ンサートの収益金58,000円は被災者の一日も

早い復興の一助となるように、社会活動委員会

を通して被災地へ送られます。 

                    

 ５月２９日のミサ後、研修委員会主催で「大人

の日曜学校」が開かれました。参加者はカール記

念館２階の和室に１０名ほどが集まりました。ミサで

読まれた福音のなかで心に響いた御言葉や自分

が良い知らせだと思ったことを話しあったのです。「セ

ブンステップ法」を使いながら互いに分かち合い、日

常生活にどのように活かせるかを考えてみよう、という

趣旨です。 

 ミサで読まれたルカによる福音９章１１ｂ－１７を黙

想しました。「五千人の給食」と呼ばれる奇蹟で多く

の人々の記憶に残った大事件です。実際、男だけ

で五千人という群衆が五つのパンと二匹の魚で満

腹したのです。この日の福音をみなさんはどんな風に

体験されたでしょうか。感じ方や捉え方、解釈や理

解は参加者のあいだでも異なりました。あたりまえで

す。ひとりで御言葉を黙想することは勿論基本です。

けれどみんなで分かち合ってみると、普段気がつか

なかったこと、思いもかけない見方に出会えます。い

つもは挨拶程度しかしない教会の仲間に意外な発

見をして絆を深めるきっかけにもなりそうです。 

 より多くの方が参加し、６月以降も細く長く福音理

解と交わりの経験を積みあげ、教会の一致と団結

に繋げたいものです。    広報委員会 

 「大人の日曜学校」が始まりました 
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 表紙のカトリック金沢教会について 

   

 住所：石川県金沢市広阪1丁目1－54 

 

大阪教区の皆様は、高山右近と言うと、即高槻

を連想されるのではないでしょうか。実は、右近が生

涯で最も長く暮らしたのは金沢だったのです。 

1587年、秀吉のバテレン追放令で右近は大名の

地位を捨てたのですが、1588年、この右近を庇護し

たのは加賀藩主の前田利家と息子の利長でした。

右近は1万5千石と言う大名並みの知行が与えら

れ、1614年徳川秀忠によるキリシタンの国外追放で

マニラに去るまでの26年間、金沢に在住したのです。

この間、右近はキリスト教の布教に努め、金沢の知

行地の能登に2つの教会を設けました。1615年のイ

エズス会の会報では「金沢教会は日本で最も繁栄

した貴族集団である」と報告されました。 

 明治維新でキリスト教が解禁され、金沢にカト

リックの教会が建設されたのは1888年でした。現

在の聖堂は、北イタリアのボルチの教会をモデルとし

て1959年に献堂されました。堂々とした威容で、正

面祭壇の4枚のステンドグラスは観た人を魅了しま

す。聖堂前にある右近の像（左下の写真）も見もの

です。聖堂名は「イエスのみこころ」で、カルメル会が

司牧に当たっています。 

 教会は、金沢の中心地である香林坊から徒歩3

分の処にあり、半径１キロメートルの範囲内に、兼六

園や金沢城、21世紀美術館(右近の屋敷はここに

あった)など、観光のスポットがぎっしりと詰まっておりま

す。金沢に行かれた折には是非巡礼されることをお

勧めします。 

■日帰り黙想会 

7月14日(木) 10:00～15:30  

指導：山内十束神父 

7月15日(金) 10:00～15:30 

指導：山内十束神父 

     8月はお休みです。 

■御受難祈りの会 

7月8日(金) 14:00～15:30 

指導：ウォード神父 

■週末黙想会  7・8月はお休みです。 

各黙想会、費用等のお問い合わせは 

 「宝塚黙想の家」まで。☎0797(84)3111 

 

黙想会のお知らせ 宝塚黙想の 家か ら 

       編集後記 

 ６月１4日から16日にかけてTVニュースに映

る2人の言動に多くの日本人が強い関心を示し

ていました。その一人である東京都の知事は論

戦で修めてきた抗弁の効なく職を辞し、東京オ

リンピックを開催する栄誉を掌中から逃がしたの

を悔いていました。もう一人はMLBマーリンズの

イチロー右翼手でした。日米通算安打の世界

一を達成したその時の談話からは「克服できな

い弱点のために凡打で終わるのが今でもずっと

多い」とゴールへ向けて飽くなき歩みを続ける

姿勢を見せました。 

  自己の弱点や罪をありのまま認め、偶々得ら

れる僥倖と賜物に感謝し、統合的な心を育む

時空の旅を勧めるフランシスコ教皇の勅書を読

んで黙想できるだけでも幸いと思う。 

           インマヌエル 


